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ふるさとの恵みを生かし
安心して心豊かに暮らせる
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　12月16日㈰、八女市
立花グラウンドを発着点
とする第9回八女市駅伝
大会が実施されました。
雨の降る中、92チームの
選手が元気に立花路を
駆け抜けました。また、
各チームの応援旗デザ
インコンテストも行われ、沿道に集まった約1000人の
観客は、配られた応援旗を振りながら選手に声援を送
りました。結果（各部門１位）は次のとおりです。

【1.5㎞コース】▽小学生男子＝アタック☆Ａ ▽小学
生女子＝エンジェル☆Ａ ▽中高生女子＝土屋っ娘♥ 
▽一般男子＝朝倉Ｂ ▽一般女子＝チームストーン ▽
オープン＝筑後ホークスＶ

【2.4㎞コース】▽中高生男子＝としきとゆかいな仲間
たち ▽一般男子＝ Fukutsu Trans RC ▽オープン＝
三潴中学校 B

【チーム応援旗コンテスト】▽優勝＝南中陸上部 ▽
２位＝筑南キラキラガールズ７ ▽３位＝筑南６ガー
ルズ
※総合順位、総合タイム、個人タイム等は八女市ホ
ームページで確認できます。

▲応援旗コンテスト優勝作品

花路を92チームが疾走立

壇のすすを払って新しい年を
　八女伝統工芸館で12月27日㈭、八女福島仏壇仏具
協同組合（鶴信行理事長）による日本一の大型仏壇の
すす払いが行われました。これは、同組合の皆さんが
「1年のちりやほこりを落とし、新たな気持ちで新年を
迎えられるように」と、年末恒例で行っているもので
す。国指定伝統的工芸品「八女福島の仏壇」の技術の
粋を集めた「日本一の大型仏壇」は、高さ６・５メート
ル、幅３・８メートルもあります。長い棒の先にダチョ
ウ羽根を付けたはたきで、傷をつけないように丁寧に
すすを払い、柔らかい布で隅々まで拭き上げました。 
最後に剥がれた金箔の修復が行われ、仏壇は元の輝
きを取り戻しました。すす払い後は、仏壇職人による
家庭用仏壇のお手入れのアドバイスがありました。
　すす払いに参加した信國光稀くん（三河小 4 年）
は「八女市の伝統工芸を調べているので参加しました。
はたきが長くて重かったけど、仏壇を奇麗にするお手
伝いができて良かったです」と話していました。

仏



奥
八
女
の
地
、
矢
部
川
源
流
の

春
を
告
げ
る
「
八
女
・
桜
ま

つ
り
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」
を
、
千

本
桜
で
有
名
な
日
向
神
ダ
ム
湖
畔
で

開
催
し
ま
す
。

　

こ
の
大
会
は
、
八
女
市
矢
部
村
の

春
ま
つ
り
の
一
環
と
し
て
、
矢
部
村

の
美
し
い
春
を
満
喫
し
な
が
ら
、
多

く
の
人
々
の
出
会
い
、
交
流
を
深
め

る
た
め
企
画
し
た
マ
ラ
ソ
ン
大
会
で

す
。
ご
家
族
お
そ
ろ
い
で
気
軽
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

✿
期
日
＝
４
月
６
日
㈯
※
小
雨
決
行

（
荒
天
中
止
）

✿
会
場
＝
八
女
市
矢
部
第
１
運
動

場
（
矢
部
村
鬼
塚
）・
日
向
神
ダ
ム

湖
畔

✿
日
程
＝
▽
受
付
８
時
～
９
時

▽
開
会
式
９
時
～

✿
参
加
料
＝
▽
一
般
１
０
０
０
円

（
高
校
生
以
上
）
▽
中
学
生
以
下
５

０
０
円
※
参
加
者
全
員
に
参
加
賞
・

完
走
（
歩
）
証
あ
り

✿
応
募
方
法
＝
八
女
市
役
所
総
合

窓
口
、
各
支
所
、
総
合
体
育
館
等
に

あ
る
参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
２
月
22
日
㈮
ま
で
に
最
寄

り
の
郵
便
局
に
て
参
加
料
を
振
り
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

✿
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
・
桜
ま
つ
り

健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
事
務
局
（
矢
部

支
所
総
務
課
内
☎
４
７
・
３
１
１
１
）

種　目 参加対象者 表　彰

２㎞マラソン 小学生男女（Ｈ19.4.2～Ｈ
25.4.1生まれ）

男女別の上位3位
（ラッキー賞あり）

５㎞マラソン 中学生以上男女
（Ｈ19.4.1以前生まれ）

男女別の上位3位
（ラッキー賞あり）

10㎞マラソン高校生以上男女（Ｈ16.4.1以前生まれ）
男女別の上位3位
（ラッキー賞あり）

あるこう５㎞ 男女年齢制限なし
（幼児は家族同伴）

表彰なし・タイム計測なし
（ラッキー賞あり）

ファミリー
マラソン２㎞

男女年齢制限なし
（家族同伴・人数制限なし）

表彰なし・タイム計測あり
（特別賞・ラッキー賞あり）

参加者
募集第35回

✿

✿ ✿

✿

✿
日時＝４月 6 日㈯９時開会
場所＝八女市矢部第 1 運動場

✿ 応募締切2月22日㈮ ✿

八女 ･桜まつり
健康マラソン大会

八
女
に
ゆ
か
り
の
あ
る
画
家
た
ち
の
作
品
を
紹
介
す
る
企
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

市
内
の
小
中
学
校
や
公
共
施
設
に
展
示
さ
れ
な
が
ら
も
、
普
段
目
に
す
る
機
会

の
少
な
い
絵
画
を
展
示
し
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

学ま
な

び
舎や

を

　 

彩い
ろ
ど

る

八
女
ゆ
か
り
の

　 
画
家
た
ち
展

平成 31年２月９日㈯～３月３日㈰
        ９時～ 17 時※休館日 2 月 12 日㈫、18 日㈪
八女市田崎廣助美術館（八女市立花町原島 108-1)

《入館料無料》
八女市田崎廣助美術館（☎ 24・8304)
文化振興課文化係（☎ 24・8163）

学
校
等
に
展
示
さ
れ
た
名
画
を
集
め
て
み
ま
し
た･･･

井
いの

上
うえ

  三
さん

網
こう

（1899 ー 1981）

倉
くら

員
かず

  辰
たつ

雄
お

（1900 － 1978）

田
た

中
なか

  行
こう

一
いち

（1901 － 1982）

三
み

角
すみ

嘉
か

寿
ず

男
お
（1905 ー 1997）

井
いの

上
うえ

  自
じ

助
すけ

（1913 ー 1986）

樋
ひ

口
ぐち

　  保
たもつ

（1918 ー 2002）

平
ひら

井
い

  光
こう

典
てん

（1918 ー 1995）

吉
よし

田
だ

  民
たみ

尚
なお

（1928 ー 2017）

小
お

田
だ

  和
わ

典
てん

（1929 ー 2007）

後
ご

藤
とう

  秀
ひで

明
あき

（1953 ー 2012）

五木寛之氏の生原稿
「わが母校、福島高校」
福岡県立福島高等学校所蔵
※その他貴重な資料の展示
を予定しています。

展示作品画家

期間

会場

問い合わせ

特別展示

※展示作品入れ替えのため企画展前後に臨時休館期間を設けます Part1

倉員辰雄「朝陽」
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八
女
市
岩
戸
山
歴
史
文
化
交
流
館
「
い
わ
い
の
郷
」

※
場
所
は
す
べ
て
「
い
わ
い
の
郷
」
で
開
催

■ 

申
込
・
問
い
合
わ
せ

岩
戸
山
歴
史
文
化
交
流
館

（
い
わ
い
の
郷
）

☎
２
４
・
３
２
０
０
／

N
２
４
・
３
２
１
０

　
　

　

県
内
に
は
中
近
世
の
城
館
跡
が

千
か
所
以
上
も
あ
り
ま
す
。
県
教

育
委
員
会
が
実
施
し
た
詳
細
分

布
調
査
の
成
果
か
ら
、
特
色
の
あ

る
事
例
を
紹
介
し
福
岡
県
の
中
近

世
の
お
城
を
巡
る
歴
史
を
考
え
ま

す
。
受
講
料
無
料
。

◦
日
時
＝
１
月
26
日
㈯
13
時
30
分

～
15
時　
　

◦
講
師
＝
岡
寺
良
さ
ん
（
九
州
歴

史
資
料
館
文
化
財
調
査
室
技
術
主

査
）

◦
定
員
＝
50
人
（
先
着
順
・
当
日

受
付
）

　

古
墳
や
銅
鏡
・
武
装
石
人
な
ど

を
モ
デ
ル
に
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

型
を
使
っ
て
チ
ョ
コ
づ
く
り
を
し

ま
せ
ん
か
。

◦
日
時
＝
2
月
9
日
㈯
10
～
12
時

◦
対
象
＝
ど
な
た
で
も
（
小
学
３

年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

◦
定
員
＝
20
人
（
先
着
順
）

◦
参
加
費
＝
２
０
０
円

◦
持
参
品
＝
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

◦
申
込
＝
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

（
月
曜
は
休
館
の
た
め
受
付
不
可
）

　
「
い
わ
い
の
郷
」の
人
気
メ
ニ
ュ
ー

が
事
前
申
し
込
み
な
し
で
楽
し
め

る
「
冬
の
古
代
体
験
ま
つ
り
」
を

期
間
限
定
で
開
催
し
ま
す
。
無
料

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
古
墳
釣
り
と
和

コ
マ
回
し
も
用
意
し
て
い
ま
す
の

で
、
ご
家
族
で
も
お
楽
し
み
い
た

だ
け
ま
す
。

※
団
体
で
体
験
希
望
の
場
合
は
、

事
前
に
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

◦
日
時
＝
１
月
20
日
㈰
、
27
日
㈰
、

２
月
３
日
㈰
、
10
日
㈰
、
11
日
㈷
、

17
日
㈰
、
23
日
㈯

【
午
前
の
部
】
10
時
～
12
時

【
午
後
の
部
】
13
時
～
15
時

◦
対
象
＝
ど
な
た
で
も
（
小
学
３

年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

◦
体
験
メ
ニ
ュ
ー

【
所
要
時
間
60
分
コ
ー
ス
】

▽
昔
あ
そ
び 

３
０
０
円

▽
勾
玉
づ
く
り 

２
０
０
円

▽
土
面
づ
く
り 

２
０
０
円

▽
組
ひ
も
づ
く
り 

２
０
０
円

【
所
要
時
間
50
分
コ
ー
ス
】

▽
銅
鏡
づ
く
り 

５
０
０
円

（
銅
鏡
ケ
ー
ス
は
1
個
３
０
０
円

で
別
売
）

【
所
要
時
間
30
分
コ
ー
ス
】

▽
火
お
こ
し
体
験 

１
０
０
円

（
荒
天
時
は
中
止
）

〈
歴
史
講
座
〉

福
岡
県
の
中
近
世
城
館
～
詳

細
分
布
調
査
の
成
果
か
ら
～

冬
の
古
代
体
験
ま
つ
り

〈
体
験
イ
ベ
ン
ト
〉

古
墳
チ
ョ
コ
づ
く
り

　

昭
和
20
年
４
月
か
ら
昭
和
21

年
７
月
ま
で
の
期
間
、
疎
開
し

て
い
た
山
陰
地
方
（
松
江・玉
造
）

で
の
山
本
健
吉
・
石
橋
秀
野
夫

妻
の
動
向
に
つ
い
て
講
演
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

◦
日
時
＝
２
月
24
日
㈰
13
時
30

分
～
15
時

◦
会
場
＝
岩
戸
山
歴
史
文
化
交

流
館
「
い
わ
い
の
郷
」

◦
テ
ー
マ
＝
「
山
陰
で
の
山
本
健

吉
と
石
橋
秀
野
の
流
離
の
思
い
」

◦
講
師
＝
長
野
忠
さ
ん
（
元
山

陰
中
央
新
報
社
論
説
主
幹
・
松

江
市
文
化
協
会
副
会
長
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
文
化
振
興
課

文
化
係
（
☎
２
３
・
１
９
８
２
）

イ
ベ
ン
ト
情
報

山本健吉資料室文学講演会
「山陰での山本健吉と
石橋秀野の流

さ す ら い

離の思い」
山本健吉（文芸評論家）1907～1988年
　文芸評論家石橋忍月（黒木町出身）の
三男として長崎県に生まれる。最初の妻
は俳人の石橋秀野で、八女市の「堺屋」
に夫婦句碑が建立されている。昭和 58
年（1983）文化勲章受章。
石橋秀野（俳人）1909～1947年
　奈良県に生まれ、学監与謝野晶子に短
歌を、高浜虚子に俳句を学ぶ。昭和 4 年

（1929）俳句評論家の山本健吉と結婚。
病により38 歳という若さでこの世を去る。

組ひもづくり体験
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子
ど
も
は
病
気
に
な
る
こ
と
で

身
の
回
り
に
あ
ふ
れ
て
い
る
病
原

体
（
ウ
イ
ル
ス
や
細
菌
）
と
闘
い
、

少
し
ず
つ
「
免
疫
」
と
い
う
力
を

獲
得
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

同
じ
病
原
体
が
再
び
体
に
侵
入
し

て
き
て
も
病
気
に
負
け
な
い
体
を

作
っ
て
い
る
の
で
す
。

○
病
気
か
ら
体
を
守
る

　
体
に
入
っ
て
き
た
異
物
を
し
っ

か
り
見
分
け
て
体
に
害
を
及
ぼ
す

も
の
を
体
か
ら
排
除
す
る
働
き
を

し
て
い
る
の
が
「
免
疫
」
で
す
。

　
私
た
ち
の
体
に
は
、
呼
吸
や
食

事
の
た
び
に
、
絶
え
ず
病
原
菌
が

入
っ
て
来
ま
す
。
免
疫
が
無
い
と
、

こ
れ
ら
を
排
除
で
き
ず
に
病
気
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。熱
が
出
た
り
、

下
痢
を
し
た
り
し
て
も
た
い
て
い

の
場
合
治
っ
て
し
ま
う
の
は
す
べ

て
免
疫
の
お
か
げ
な
の
で
す
。

○
病
気
に
な
る
こ
と
で
獲
得
す
る

　
免
疫
に
は
病
原
体
を
排
除
す
る

だ
け
で
な
く
、
一
度
感
染
し
た
病

原
体
を
覚
え
て
お
い
て
、
２
度
目

に
感
染
し
た
と
き
は
病
気
に
な
ら

な
い
よ
う
に
す
る
特
性
が
あ
り
ま

す
。

　
こ
の
免
疫
の
特
性
を
利
用
し
て

い
る
の
が
予
防
接
種
で
す
。
弱
め

た
病
原
体
を
体
内
に
入
れ
る
こ
と

で
体
内
に
抗
体
を
作
り
、
病
気
を

予
防
し
ま
す
。

　
大
人
は
こ
れ
ま
で
に
さ
ま
ざ
ま

な
病
気
に
か
か
り
、
す
で
に
た
く

さ
ん
の
抗
体
を
持
っ
て
い
る
た
め

病
気
に
な
る
頻
度
は
減
り
ま
す
。

し
か
し
、
子
ど
も
は
ほ
と
ん
ど
の

場
合
、
病
原
体
と
の
初
め
て
の
出

会
い
と
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、

頻
繁
に
体
調
を
崩
す
の
も
無
理
は

あ
り
ま
せ
ん
。

　
体
に
入
っ
た
病
原
体
と
闘
う
こ

と
で
、
体
の
中
の
免
疫
を
増
や
し

高
め
て
い
く
の
で
す
。

○
免
疫
力
を
高
め
る
生
活
を

　「
免
疫
を
高
め
る
」
と
い
う
こ
と

は
子
ど
も
の
持
っ
て
い
る
免
疫
力

を
最
大
限
に
引
き
出
せ
る
状
態
に

し
て
あ
げ
る
こ
と
で
す
。「
体
を
動

か
し
、し
っ
か
り
食
べ
、よ
く
寝
る
」

こ
と
を
土
台
に
次
の
こ
と
を
気
を

付
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

①
手
洗
い
＝
風
邪
等
の
病
気
は
、

空
気
中
の
病
原
体
を
吸
い
込
む
よ

り
も
、
病
原
体
の
つ
い
た
手
が
鼻

や
口
に
触
れ
る
こ
と
で
か
か
る
人

が
多
い
の
で
す
。
流
水
で
し
っ
か
り

手
洗
い
す
る
だ
け
で
も
十
分
に
効

果
は
あ
り
ま
す
。
手
洗
い
を
習
慣

づ
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
保
湿
・
保
温
＝
体
を
温
め
る
と

気
道
の
粘
液
の
分
泌
が
多
く
な
り
、

粘
液
で
病
原
体
な
ど
異
物
を
排
出

す
る
働
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま

す
。
の
ど
や
鼻
な
ど
の
粘
膜
も
乾

燥
さ
せ
な
い
よ
う
に
水
分
を
こ
ま

め
に
と
り
、
湿
度
を
保
ち
ま
し
ょ

う
。

③
き
れ
い
に
し
す
ぎ
な
い
＝
消
毒

や
殺
菌
を
し
す
ぎ
る
と
、
免
疫
獲

得
の
機
会
を
奪
い
、
抵
抗
力
を
弱

め
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

④
ス
ト
レ
ス
＝
子
ど
も
に
と
っ
て
の

ス
ト
レ
ス
の
な
い
生
活
と
は
、「
楽

し
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
で
き
て
、
規

則
正
し
い
生
活
や
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
が
で
き
る
こ
と
」
で
す
。

　
ま
た
、
子
ど
も
は
環
境
や
周
り

の
人
た
ち
に
影
響
さ
れ
や
す
い
の

で
、
周
囲
の
人
が
ス
ト
レ
ス
を
た

め
な
い
こ
と
も
大
切
で
す
。

　
子
ど
も
の
免
疫
力
は
日
常
の

ち
ょ
っ
と
し
た
ケ
ア
と
、
周
囲
の

人
が
元
気
で
楽
し
く
い
る
こ
と
で

高
ま
り
ま
す
。

2月の健康だより
健康推進課（☎ 23・1352）

♥
健 康 コ ラ ム

大
切
な
「
免
疫
」
の
力

　

子
ど
も
は
、
生
ま
れ
て
６
か
月
を
過
ぎ
る
と
、
風
邪
な
ど
の
病
気
に
な
る
こ
と
が
増
え
て
き
ま
す
。「
胎
盤

や
母
乳
か
ら
受
け
取
っ
た
免
疫
が
あ
る
か
ら
、
病
気
に
な
ら
な
い
は
ず
！
」
と
思
っ
て
い
た
の
に
び
っ
く
り
し

て
し
ま
う
保
護
者
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
は
「
免
疫
」
の
力
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

「
病
気
に
な
ら
な
い
子
」
よ
り

「
病
気
に
負
け
な
い
丈
夫
な
子
」
に
！

一、積極的に健康診査を受けます。
一、生涯にわたり、健全な生活習慣を実現します。
一、市民ひとり 1 スポーツをめざします。
一、栄養バランスの良い食事を心がけます。
一、地域で支え合う絆と、健康づくりの輪を広げます。

八女市スポーツ・健康づくり都市宣言

健康で元気に生活できる「健康寿命」の延伸を目指しましょう。
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　保健師や看護師が、血圧・尿
検査・肺年齢と体脂肪測定を行
い、健康に関する相談に応じます

（《※》を記した会場では、栄養相
談も行います）。健康手帳をお持
ちの人はご持参ください。相談日
以外でも健康推進課窓口や電話で
健康相談を行っています。
◦2月4日㈪ 9時30分～ 11時 ／八
女市保健センター《※》
◦2月6日㈬ 10時～ 11時／上陽支所
◦2月8日㈮ 10時～ 11時／そよか
ぜ（星野）
◦2月12日㈫ 10時 ～ 11時 ／かが
やき（立花）
◦2月21日㈭ 14時～ 15時／矢部
基幹集落センター
◦2月26日㈫10時～ 11時／ふじの
里（黒木）

【八女地域・立花地域の皆さん】
◦会場　やめっこ未来館
◦受付時間　13時15分～14時30分
◦日にち・対象 
12月12日㈫＝10か月児（平成30
年4月生）健康診査
2月20日㈬＝4か月児（平成30年
10月生）健康診査
2月26日㈫＝1歳6か月児（平成29
年7月生）健康診査
2月28日㈭＝3歳児（平成28年1月
生）健康診査

【黒木・上陽・矢部・星野地域の皆さん】
◦会場＝ふじの里（黒木）

◦日時＝2月19日㈫13時30分～ 14
時30分まで受付
◦対象＝4か月児（平成30年9月～
10月生）／ 10か月児（平成30年3
月～ 4月生）健康診査
※対象者には個別に通知します。
事前に連絡いただくとどちらの会場
でも健診を受けることができます。

　離乳食初期（5 ～ 6か月児）の
話と調理。要予約。定員15人。託
児あり（要申込）。
◦日時＝2月21日㈭ 10時～ 13時

（受付：9時30分～ 9時50分）　
◦会場＝おりなす八女研修棟
◦申込者には詳細を通知します。

　妊娠20週以降の妊婦さんを対象
に、妊娠中の過ごし方についての
話と試食、相談を行います。要予
約。定員20人。
◦日時＝2月5日㈫10時～ 12時30
分（受付：9時30分～ 9時50分）
◦会場＝おりなす八女研修棟
◦申込者には詳細を通知します。

　子育てのことで、少しでも心配
なことがあったら気軽にご相談く
ださい。身長・体重測定もできま
す。母子健康手帳をお持ちくださ
い。相談日以外でも、窓口や電話
で子育て相談を行っています。
◦2月1日㈮ 10時～ 11時 ／ふじの
里（黒木）

◦2月6日㈬9時30分 ～ 11時 ／ や
めっこ未来館
◦2月15日㈮10時30分～ 11時／そ
よかぜ（星野）

　心理士による個別相談です。対
象者は小学校就学前までの成長発
達面に不安のあるお子さんです。
心配なことがあればお気軽にご相
談ください。要予約。

【八女市保健センター】
◦2月14日㈭ 9時～ 16時
   2月28日㈭ 9時～ 16時

【ふじの里（黒木）】
◦2月19日㈫ 9時～ 16時

　心理士による個別相談です。対
象者は市内在住で、こころに悩み
がある人です。気軽にご相談くだ
さい。要予約。
◦日時＝2月27日㈬13時30分～ 15
時30分まで受付
◦会場＝おりなす八女研修棟

次回は3月に開催します。

乳幼児心理相談

2
月
の
各
種
相
談
・
健
診
・
予
防
接
種

子育て相談

申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝

健
康
推
進
課（
☎
２
３
・
１
３
５
２
）

乳幼児健診 

健康相談 

心理士によるこころの相談

ベビーズクッキング

マタニティ教室

もぐもぐかみかみ！離乳食教室

　旬の野菜のノリ佃煮和え

八女はおいしい
～ ふるさとの恵み ～

【作り方】
① ノリの佃煮を作る。ちぎっ
た焼きノリと水を鍋に入れ、ノ
リがしっとりするまでおく。酒、
みりん、濃口醤油、きび砂糖を
加え混ぜて火にかけ、かき混ぜ
ながら煮立つまで煮る。
② 小松菜は葉と軸に分け、3㎝
長さに切り、茹でてザルに広げ
て冷ます。パプリカは種を除き、
細切りにしてサッと茹で冷ます。
③ ②を皿に盛り、①ノリの佃
煮とおろしわさびを添える。食べる時に和える。

八女市食生活改善推進会のリーダー研修会で作ったレシピです。
手作りのノリ佃煮は、品が良く優しい味付けでしっかりうま味があ
り、不足しがちな野菜をしっかり食べることができます。

毎日の食卓に野菜料理を一品プラス。野菜を１日350ｇ以上食べましょう。

【材料】（4人分）
◦小松菜（八女産）
　…200ｇ
◦赤パプリカ…40ｇ
◦黄パプリカ…40ｇ
◦おろしわさび
　…小さじ1/2

《ノリの佃煮》
◦焼きノリ（全形、有明産）…2.5枚
◦水…50ml　◦酒…大さじ1
◦みりん…大さじ1/4　◦濃口しょうゆ…小さじ1
◦きび砂糖…小さじ1/4

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
カリウム
カルシウム
マグネシウム
鉄
食物繊維
食塩相当量

36Kcal
1.9g
0.3g
6.1g

346mg
92mg
15mg
1.6mg

2.0g
0.2g

1人分あたりの栄養価
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生
活
習
慣
病
に
か
か
る
医
療
費
は
全
体
の

３
分
の
１
を
占
め
て
お
り
、
そ
の
中
で
も
が

ん
に
よ
る
医
療
費
は
上
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

近
年
急
増
し
て
い
る
大
腸
が
ん
を
中
心
に
、

が
ん
と
生
活
習
慣
の
関
係
、
検
診
の
重
要
性

な
ど
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。
日

頃
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
健
や
か
な
生
活

を
送
る
た
め
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
テ
ー
マ
＝
「
生
活
習
慣
と
大
腸
が
ん
」
～

お
な
か
を
き
れ
い
に
～

◦
講
師
＝
く
る
め
病
院 

荒
木
靖
三 

院
長

（
八
女
市
の
大
腸
が
ん
検
診
委
託
病
院
）　  

◦
日
時
＝
２
月
13
日
㈬
14
時
～
15
時
（
受

付
13
時
30
分
～
）

◦
会
場
＝
お
り
な
す
八
女　

は
ち
ひ
め
ホ
ー

ル◦
参
加
費
＝
無
料

◦
定
員
＝
２
０
０
人
（
予
約
制
・
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

◦
申
込
期
限
＝
２
月
６
日
㈬

　

講
演
会
終
了
後
に
参
加
者
を
対
象
に
、

ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
や
生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め

の
展
示
、
食
物
繊
維
サ
ン
プ
ル
配
布
を
行
い

ま
す
。
八
女
市
健
康
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
を
お

持
ち
く
だ
さ
い
（
持
っ
て
い
な
い
人
に
は
そ
の

場
で
発
行
し
ま
す
）。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課
（
☎

２
３
・
１
３
５
２
）

生
活
習
慣
病
予
防
講
演
会
を
開
催
し
ま
す

「
生
活
習
慣
と
大
腸
が
ん
」
～
お
な
か
を
き
れ
い
に
～八女市健康

ポイント
事業対象

参
加
者
募
集

便
利
に
な
り
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
が
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
！

　

市
で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

を
納
付
し
て
い
た
だ
く
皆
さ
ん
の
利
便

性
を
高
め
る
た
め
、
平
成
31
年
１
月
以

降
に
発
行
す
る
納
付
書
を
対
象
に
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
（
以
下
、
コ
ン
ビ

ニ
）で
納
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
金
融
機
関
や
市
役
所
の

窓
口
に
加
え
、
曜
日
や
時
間
に
関
係
な

く
全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
で
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
手
数
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
の

で
、
ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
平
成
30
年
12
月
31
日
以
前
に

発
行
さ
れ
た
納
付
書
に
つ
い
て
は
、
こ
れ

ま
で
ど
お
り
、
お
近
く
の
金
融
機
関
（
農

協
、
郵
便
局
を
含
む
）
や
市
役
所
窓
口

に
て
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー

ト
、
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
、
ロ
ー
ソ
ン
ほ
か
15

の
コ
ン
ビ
ニ
チ
ェ
ー
ン

　

次
の
よ
う
な
納
付
書
は
コ
ン
ビ
ニ
納
付

は
で
き
ま
せ
ん
。

◦
平
成
30
年
12
月
31
日
以
前
に
発
行
さ

れ
た
納
付
書

◦
バ
ー
コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
て
い
な
い
も

の◦
バ
ー
コ
ー
ド
が
読
み
取
れ
な
い
も
の

◦
金
額
が
訂
正
し
て
あ
る
も
の

◦
コ
ン
ビ
ニ
で
の
取
扱
期
限
を
過
ぎ
て
い

る
も
の

◦
１
枚
当
た
り
の
金
額
が
30
万
円
を
超

え
て
い
る
場
合

◦
平
成
30
年
12
月
31
日
以
前
に
発
行
さ

れ
た
納
付
書
分
の
保
険
料
に
つ
い
て
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
納
付
を
希
望
す
る

人
は
、
市
民
課
公
費
医
療
係
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◦
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
始
め
る
に
際
し
て
、

納
付
書
は
１
枚
ご
と
の
単
票
で
送
付
さ

れ
ま
す
。
納
付
の
際
は
、
納
付
書
に
記

載
さ
れ
て
い
る
納
期
と
納
期
限
を
よ
く

お
確
か
め
の
う
え
納
付
く
だ
さ
い
。ま
た
、

領
収
証
書
は
大
切
に
保
管
し
て
く
だ
さ

い
。

◦
コ
ン
ビ
ニ
で
の
取
扱
期
限
が
過
ぎ
た
納

付
書
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
金
融
機
関

や
市
役
所
窓
口
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
公
費
医
療
係

（
☎
２
３
・
１
１
１
７
）

コ
ン
ビ
ニ
納
付
が
で
き
な
い
場
合

注
意
事
項

納
付
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

　

す
こ
や
か
な
食
べ
方
教
室
（
生
活
習
慣
病

予
防
教
室
）は
、HbA1c

が
５・６
～
６・４（
境

界
型
）
の
人
を
対
象
に
し
た
教
室
を
行
い
ま

す
。

◦
日
に
ち
＝
①
2
月
14
日
㈭ 

②
2
月
22
日
㈮

◦
会
場
＝
①
「
か
が
や
き
」 ②
「
ふ
じ
の
里
」

《
①
②
共
通
事
項
》

◦
時
間
＝
10
時
～
12
時
（
受
付
と
健
康
チ
ェ
ッ

ク
9
時
30
分
～
9
時
50
分
ま
で
）

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
定
員
＝
30
人
（
先
着
順
）

◦
持
参
品
＝
特
定
健
診
結
果
、
筆
記
用
具
、

八
女
市
健
康
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
（
持
っ
て
い
な

い
人
に
は
そ
の
場
で
発
行
し
ま
す
）

◦
内
容
＝
血
圧
測
定
な
ど
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
保

健
師
、
管
理
栄
養
士
に
よ
る
お
話
、
食
事
に

つ
い
て
、
個
別
相
談
（
希
望
者
）

◦
申
込
期
間
＝
1
月
15
日
㈫
～
1
月
25
日
㈮

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課
（
☎

２
３・１
３
５
２
）

糖
尿
病
が
心
配
な
人
が
対
象
で
す

健
や
か
な
食
べ
方
教
室
参
加
者
募
集

八女市健康
ポイント
事業対象
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八
女
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
が
毎
年
行
っ
て
い
る
平
成
30
年
度
「
税
に
関
す
る

高
校
生
の
作
文
」
お
よ
び
「
中
学
生
の
税
に
つ
い
て
の
作
文
」
受
賞
者
の
表
彰
式
が

11
月
19
日
㈪
、
八
女
市
役
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ
た
作
文
は
ど
れ
も
、
中

高
生
が
日
常
生
活
の
中
で
感
じ
た
「
税
金
の
重
要
性
と
そ
の
役
割
」
や
「
納
税
の
大

切
さ
」
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
し
っ
か
り
と
し
た
考
え
が
伝
わ
る
優
秀
な
作
品
で
し

た
。
９
人
の
受
賞
者
の
中
か
ら
代
表
し
て
福
岡
県
立
輝
翔
館
中
等
教
育
学
校
の
鹿
子

生
由
依
さ
ん
の
作
品
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◦
八
女
税
務
署
長
賞
（
高
校
生
の
部
）

　
「
日
本
の
税
」　

鹿
子
生 

由
依（
輝
翔
館
中
教
校
）

◦
八
女
税
務
署
長
賞
（
中
学
生
の
部
）

　
「
未
来
の
日
本
を
支
え
る
税
金
」

　
　

濱
崎 
莉
子
（
立
花
中
学
校
）

◦
筑
後
県
税
事
務
所
長
賞（
高
校
生
の
部
）

　
「
命
を
救
う
税
」　

大
塚 
卓
実
（
八
女
学
院
高
）

◦
筑
後
県
税
事
務
所
長
賞（
中
学
生
の
部
）

　
「
ま
ず
は
自
分
か
ら
」　

　
　

平
嶋 

颯
人
（
輝
翔
館
中
教
校
）

◦
八
女
市
租
税
教
育
推
進
協
議
会
会
長
賞

　
「
利
点
」　

角 

花
里
菜
（
輝
翔
館
中
教
校
）

◦
八
女
市
長
賞

　
「
十
パ
ー
セ
ン
ト
に
な
る
前
に
」

　
　

永
田 

駿
太
（
筑
南
中
学
校
）

◦
八
女
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

　
「
身
の
回
り
の
税
金
の
役
割
」

　
　

井
手  

瑠
菜
（
黒
木
中
学
校
）

◦
八
女
地
区
税
務
連
絡
協
議
会
会
長
賞

　
「
私
の
周
り
と
税
の
か
か
わ
り
」

　
　

山
田  

彩
乃
（
八
女
学
院
高
）

◦
八
女
地
区
税
務
連
絡
協
議
会
会
長
賞

　
「
私
た
ち
の
暮
ら
し
の
税
金
」

　
　

田
川  

詩
織
（
八
女
学
院
高
）

税に関する作文
入賞者表彰

　

12
月
４
日
㈫
、
八
女
市
民
生
委
員
児

童
委
員
連
絡
協
議
会
（
樋
口
欣
榮
会
長
）

の
研
修
会
が
上
陽
町
の
農
業
活
性
化
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

豊
か
な
現
代
社
会
の
中
で
、
困
難
な
状
況

に
置
か
れ
て
い
る
子
ど
も
は
地
域
の
中
に
必

ず
い
ま
す
。
そ
の
子
ど
も
た
ち
の
存
在
に
誰

か
が
気
が
つ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
そ
の
子
ど
も
に
と
っ
て
は
、
自
分

の
存
在
に
気
が
つ
い
て
く
れ
る
大
人
が
い
る

こ
と
が
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す
。
地
域
の

大
人
は
、
そ
の
よ
う
な
困
難
な
状
況
に
い
る

子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
う
こ
と
が
と
て
も
大

切
で
す
。

　

少
子
化
が
進
み
、一
人
の
子
ど
も
に
対
し

て
使
う
お
金
が
増
え
た
と
い
わ
れ
る
昨
今

で
す
が
、
そ
の
地
域
の
子
ど
も
が
標
準
的
に

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
生
活
水
準
と
比
較

し
て
、
所
得
が
著
し
く
低
く
、
適
正
な
水
準

で
の
生
活
を
営
む
こ
と
が
困
難
な
状
態
を

相
対
的
貧
困
と
い
い
ま
す
。

　
「
子
ど
も
の
貧
困
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ

れ
だ
し
て
久
し
く
な
り
ま
す
。「
皆
さ
ん
の

地
域
に
も
、
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
て
い
る

子
は
い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
子
に
と
っ

て
寄
り
添
っ
て
く
れ
て
い
る
大
人
は
い
る
で

し
ょ
う
か
…
。
」

　

民
生
委
員
児
童
委
員
自
ら
が
学
ん
だ
研

修
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
問
題
に
つ
い
て

は
、
私
た
ち
市
民
一
人
一
人
も
地
域
の
構
成

員
と
し
て
、
地
域
の
子
ど
も
た
ち
に
寄
り

添
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
児
童
委
員
の
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た

子
ど
も
や
家
庭
を
支
え
る
た
め
に

～
子
ど
も
の
貧
困
と
地
域
で
の
見
守
り
～

「
誰
か
が
気
づ
く
」
こ
と
の
大
切
さ

【講師】
社会福祉法人甘木
山学園子ども家庭
支援センターあま
ぎやまセンター長
坂口明夫さん

地
域
で
寄
り
添
う

税
金
の
役
割
を
作
文
に



82019.1.15　広報八女

ま
ち
の
わ
だ
い  　

Ｔ
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｓ

国大会に出場しました
　12月7日㈮から9日㈰に群馬県で開催され
た、第5回3×3U-18日本選手権大会（※）に、
西日本短期大学附属高等学校バスケットボー
ル部の服部聖さん（3年）と宮本百々花さん
（3年）が出場しました。36チーム中12位と健
闘した結果を橋本教育長に報告しました。　

全 光振興への尽力をたたえて
　八女市観光協会（現：八女福島観光協会）
の会長として長年活躍された牛島幹さん（本
町）が11月28日㈬、福岡県庁で平成30年度福
岡県観光功労者として表彰されました。
　牛島さんは平成19年度から平成28年度ま
で八女市観光協会の会長として、八女福島
の町並みを中心に多くの観光事業に携わりま
した。また、平成28年度からは町並み保存会
の副会長として古い町並みに残る古民家の保
存・再生活動に尽力されており、その功績を
小川県知事からたたえられました。

観

政区長役員会が視察研修
　八女市行政区長会（内藤啓光会長）役員会
は、11月19日㈪～20日㈫に大分県中津市と豊
後大野市で視察研修を行いました。
　両市役所を訪問し、それぞれの自治会連合
会役員との意見交換を行い、「自主防災組織
の活動」「自治会加入促進」「民生委員児童
委員との連携」など、10項目をテーマに情報
を交換しました。類似点の多いお互いの市の
現状や特徴的な取り組みを学び刺激を受けま
した。
　また、中津市では競馬場跡地に整備された
「ダイハツ九州スポーツパーク大貞」を視察
し、施設について説明を受けました。２日間の
研修で、参加者は地域のリーダーとしての責
任を再認識するとともに、地域づくりや行政区
運営の知識をさらに高めることができました。

行

進のまちづくり団体に学ぶ
　12月６日㈭、42人が参加して八女市未来づ
くり協議会（田島冨士雄会長）は武雄市の地
域コミュニティや同市「朝日町まちづくり推進
会」の視察研修を行いました。
　朝日町では、地域と小学校が合同で取り組
んでいる「町民・小学校合同運動会」など、地
域の名物行事等の事例紹介がありました。　
　事例紹介の後には、高齢化の進行や核家族
化による地域とのつながりの希薄化などの地
域課題について、それぞれの悩みを共感しな
がら意見交換を行いました。

先

（※ 3×3＝バスケットボール競技の1種で、ハーフコー
トを使い3人対3人で交互に攻守交代をして競う試合）

▲橋本教育長（後列左）に出場報告する服部さん
（前列左）と宮本さん（前列右）。
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民家の価値を測って活用を
　12月12日㈬、黒木地域で17人が参加し、木造空き
家簡易鑑定士資格取得講習会（主催：八女広域シル
バー人材センター、共催：福岡県古民家再生協会・福
岡県新民家推進協会）が行われました。
　この講習会は、シルバー人材センター会員に古民
家の価値を測る技術を身につけてもらい、会員が携
わることのできる仕事の幅を増やすことを目的に行わ
れているものです。また、地域のシルバー会員を通し
て空き家の利活用につながることも期待されていま
す。

古

いの飛形公園を美しく
　立花町飛形山頂の飛形自然公園で 12 月2日㈰、「飛
形山愛樹祭（八女市・八女市商工会主催）」がありま
した。市内外から 9 団体と一般参加者合わせて 185
人が参加し、公園愛護活動を行いました。
　参加者はそれぞれ班に分かれ、草刈りや落ち葉か
き、ごみ拾い、肥料散布等の作業を約２時間にわた
り行いました。
　終了後は、商工会女性部が作っただご汁とおにぎ
りに舌鼓を打っていました。

憩

者学校、免許皆伝だニン！
　12月2日㈰、八女市立花
体育館で「ミズノ流忍者学
校」が行われ、4歳児（年中
クラス）～7歳児（小学2年
生）まで、約90人が参加し
ました。子どもたちは、手
作りの額当てと忍者服に身
を包み、ミズノ㈱が開発し
た運動発育に必要な36種の
基本動作（遊びの術）に挑
戦。忍び歩きや忍び走り、隠
れ身の術、かわし身の術、槍投げの術などの修行を
次々と体得し、「ミズノ流忍者認定証」を獲得しまし
た。

忍

齢者福祉大会を開催
　「延ばそう健康寿命！目指そう健康長寿！」をテーマ
に11月29日㈭、八女市高齢者福祉大会がおりなす八女
で開催されました。大会では多年にわたり高齢者福祉
の増進に貢献された29人と5団体が表彰されました。
　記念講演として「長生きすれば良いことがある～昇
地三郎博士の十大習慣健康法～」と題し、古賀毅敏
さん（フェニックス三郎記念館事務局長）の話があり
ました。参加した皆さんは107歳で逝去するまで活躍
された昇地博士の話を聞き、健康であり続けることの
大切さを感じていました。

高

▲槍投げの術をマスター

▲四方八方から飛んで来るボールをよける「かわし身の術」

【お詫びと訂正】1月1日号 18 頁「お茶の茶ンピオンを競うT-1GP 開催」記事中、団体 1位の
HOSHINO（三留）01は、HOSHINO（山留）01が正しい名称です。お詫びして訂正します。
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12
時
※
悪
天
候
の
場
合
中
止
。

◦
場
所
＝
八
女
観
光
物
産
館
と

き
め
き
駐
車
場

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
実
行
委
員
会

事
務
局
（
☎
２
２
・
３
１
３
１
）

　
「
と
も
に
暮
ら
し 

と
も
に
創
る

地
域
社
会
」
と
題
し
て
、
中
嶋

玲
子
さ
ん
（
元
杷
木
町
長
）
を

講
師
に
迎
え
開
催
し
ま
す
。
入

場
無
料
、
手
話
通
訳
あ
り
。
託

児
を
希
望
す
る
人
は
１
月
25
日

㈮
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
２
月
３
日
㈰
13
時
～

14
時
30
分

◦
場
所
＝
立
花
市
民
セ
ン
タ
ー
イ

ベ
ン
ト
ホ
ー
ル

◦
問
い
合
わ
せ
＝
男
女
共
同
参
画

推
進
課
（
☎
２
３
・
１
３
１
４
）

　

初
午
大
祭
を
西
紺
屋
町
内
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
「
登
喜
和
会
」
主

催
で
開
催
し
ま
す
。
お
誘
い
合
わ

せ
で
お
い
で
く
だ
さ
い
。
甘
酒
進

上
、
く
じ
引
き
あ
り
。

◦
日
時
＝
２
月
２
日
㈯
８
時
～
17
時

◦
場
所
＝
正
一
位
平
田
稲
荷
大
明

神
、
正
一
位
仙
九
郎
稲
荷
大
明
神

※
看
板
・
の
ぼ
り
旗
あ
り

◦
問
い
合
わ
せ
＝
岡
本
さ
ん

（
☎
２
４
・
５
２
９
１
）

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
（
平
成

７
年
１
月
17
日
）
を
は
じ
め
、
多

く
の
災
害
が
続
く
昨
今
、
防
災

へ
の
取
り
組
み
と
し
て
講
演
会
を

開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、
昨
年

度
の
九
州
北
部
豪
雨
災
害
を
経

験
し
た
元
杷
木
町
長
に
よ
る
お
話

し
で
す
。
参
加
無
料
、申
込
不
要
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◦
日
時
＝
１
月
17
日
㈭
13
時
30

分
～
15
時

◦
場
所
＝
お
り
な
す
八
女
は
ち
ひ

め
（
小
）
ホ
ー
ル

◦
内
容
＝
▽
テ
ー
マ
「
災
害
に
対

す
る
日
頃
の
心
構
え
、
被
災
後
の

対
応
」
～
被
災
後
の
住
民
自
治

～
▽
講
師
・
中
嶋
玲
子
さ
ん
（
元

杷
木
町
長
）

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
中
央
公
民
館

（
☎
２
４
・
８
１
２
１
）
▽
東
公

民
館
（
☎
２
３
・
５
２
７
６
）
▽

西
公
民
館
（
☎
２
４
・
５
２
７
２
）

　

八
女
特
産
の
野
菜
や
加
工
食

品
、
雑
貨
な
ど
を
販
売
し
ま
す
。

出
店
者
随
時
募
集
。

◦
日
時
＝
１
月
27
日
㈰
９
時
～

◦
日
時
＝
２
月
８
日
㈮
14
時
～

（
受
付
13
時
30
分
～
）

◦
会
場
＝
広
川
町
産
業
展
示
会

館
２
階
展
示
大
ホ
ー
ル

◦
内
容
＝
▽
テ
ー
マ
「
職
場
の
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
の
防
止
」
～
明
る
い

職
場
環
境
を
目
指
し
て
～
▽
講

師 

原
田
憲
正
さ
ん
（
福
岡
県
講

師
団
講
師
）

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
地
区
同
和

対
策
雇
用
促
進
協
議
会
事
務
局

（
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
八
女
内
☎
２
３
・

６
１
８
８
）

◦
日
時
＝
２
月
８
日
㈮
、22
日
㈮
、

事
業
主 

人
権
・
同
和
問
題
講

演
会

17
時
30
分
～
18
時
30
分

◦
場
所
＝
八
女
市
総
合
体
育
館

◦
対
象
＝
小
学
１
年
生
～
６
年
生

◦
参
加
費
＝
一
般
６
０
０
円
、
会

員
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育
館
内

サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ
（
☎
２
４
・
１
３

４
０
）

　

３
回
シ
リ
ー
ズ
講
演
会
。
定
年

を
迎
え
た
人
や
子
ど
も
が
独
立
し

た
人
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
第
２
の

人
生
（
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
）
を
迎

え
る
人
た
ち
を
応
援
す
る
講
座
で

す
。
今
年
度
は
「
心
の
準
備
」
に

つ
い
て
３
人
の
専
門
家
が
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
ま
す
。
受
講
料
無
料
。

◦
第
１
回
演
題　
「
一
人
に
な
る

ま
で
ど
う
生
き
る
か
。一
人
に
な
っ

八
女
軽
ト
ラ
市

男
女
共
同
参
画
啓
発
講
座

お
知

ら
せ
お
知

ら
せ

西
公
民
館
講
座
「
セ
カ
ン
ド
・

ラ
イ
フ
応
援
塾
Ⅱ
」

短
期
子
ど
も
体
操
教
室

八
女
市
中
央
・
東
・
西
公
民

館
講
座
「
防
災
講
演
会
」

教
室
・
講
座

初
午
大
祭

八
女
軽
ト
ラ
市

　八女の小道をガイドの皆さんと楽
しく歩きませんか♪夫婦・カップル
で参加された人には特典を準備し
ています。お楽しみに！
◦日時＝ 2 月2日㈯ 10 時受付開始
◦会場＝山の井公園集合（岩戸山
古墳見学者用駐車場に駐車して公
共交通機関でお越しください）
◦参加費＝1,000 円（軽食・スイー
ツなどのおもてなし付き）
◦参加方法＝１月24 日㈭までに八
女市観光振興課へファクスでお申
し込みください。
◦問い合わせ＝八女市観光振興課

（☎ 23・1192 ／ N 22・7311）

　認知症について学んでみませんか。お
友だちをお誘いのうえ、お気軽にご参加
ください。参加費無料。
◦対象＝ 65 歳以上の八女市民で認知症
予防に関心のある人。事前申し込みが必
要です。
◦日時＝1月29日㈫ 14 時～ 15 時 30 分
◦会場＝おりなす八女はちひめ（小）ホー
ル
◦内容＝テーマ「笑って笑って 1・2・3！
元気に元気に 4・5・6！～脳と体の活性
化～」／講師：レクリエーション指導士
尾中美穂さん
◦申込＝株式会社 リセス（☎ 0942・
52・4887）※「げんき脳講座」は八女
市健康ポイント事業の対象になります。
今年度初めて参加する人は、当日ポイン
トカードをご持参ください。

認知症予防について学びませんか？
第 6回げんき脳講座

八女市健康
ポイント
事業対象

バレンタイン
オルレを開催します
九州オルレ八女コース
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　今年４月に八女市立学校へ入学する１
年生に「入学通知書」を発送します。この
通知書が１月末までに届かないときや、転
居などで学校が変わる予定の人は、学校
教育課へご連絡ください。なお、国立や県
立、私立の小・中学校に入学する場合は
必ず「入学許可証」または「入学確定通
知書」を学校教育課へ提出ください。
◦小・義務教育学校入学式＝４月10日㈬
◦中学校入学式＝４月９日㈫
◦問い合わせ＝学校教育課（☎ 23・1954）

　今年４月に市内の小学校に入学予定の
幼児を対象に行います。子どもさんの成長
に重要な時期です。測定会と併せて保護
者向けに幼児に必要な運動についてのお話
しをします。参加費無料、参加賞あり。
◦日程＝２月10 日㈰▽受付 13 時▽測定
13 時 30 分～ 16 時▽講話 16 時～ 16 時
30 分※幼児は講話中ニュースポーツ体験。
時間は参加人数により前後します。
◦会場＝八女市総合体育館
◦測定内容＝ 25ｍ走、ソフトボール投げな
ど７種目
◦申込締切＝１月31日㈭
◦申込・問い合わせ＝八女市総合体育館

（☎ 24・1230）および各支所総務課

を
「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か

月
間
」
と
定
め
、
県
内
の
司
法
書

士
が
相
続
登
記
手
続
き
に
関
す

る
相
談
に
無
料
で
応
じ
ま
す
。

◦
期
間
＝
２
月
１
日
㈮
～
28
日

㈭
※
相
談
日
時
は
紹
介
先
の
司

法
書
士
と
調
整
く
だ
さ
い
。

◦
紹
介
＝
司
法
書
士
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
（
☎
０
５
７
０
・
７な

８や

３み

・

５こ
う
し
ょ
う

４
４
）
※ 

平
日
10
時
～
16
時

◦
問
い
合
わ
せ
＝
県
司
法
書
士
会

（
☎
０
９
２
・
７
２
２
・
４
１
３
１
）

※
平
日
10
時
～
16
時

　

准
看
護
学
生
２
次
募
集
を
行

な
い
ま
す
。

◦
定
員
＝
70
人

◦
修
業
年
限
＝
２
年

◦
願
書
締
切
＝
１
月
22
日
㈫

◦
試
験
日
＝
１
月
26
日
㈯

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
（
☎
０
９

４
４
・
５
２
・
７
６
９
８
）

　

看
護
学
校
生
徒
２
次
募
集
を

行
な
い
ま
す
。

◦
資
格
＝
中
学
校
以
上
卒
業
者
、

年
齢
不
問

　

現
在
策
定
を
進
め
て
い
る
、

標
記
計
画
に
関
す
る
ご
意
見
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
計
画
書
（
原

案
）
は
八
女
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
い
る
ほ
か
、
八
女
市
役

所
福
祉
課
・
各
支
所
市
民
生
活

福
祉
課
、
八
女
市
社
会
福
祉
協

議
会
本
所
お
よ
び
各
支
所
窓
口
、

八
女
地
区
障
害
者
基
幹
相
談
支

援
セ
ン
タ
ー
リ
ー
ベ
ル
に
準
備
し

て
い
ま
す
。

◦
期
間
＝
１
月
31
日
㈭
ま
で

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
祉
課
し
ょ
う

が
い
者
福
祉
係
（
☎
２
３
・
１
３

３
５
）

◦
募
集
＝
10
人
程
度
（
男
女
）

◦
願
書
受
付
＝
１
月
15
日
㈫
～

24
日
㈭

◦
試
験
日
＝
１
月
27
日
㈰

◦
試
験
科
目
＝
作
文
・
面
接

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
（
☎
０
９

４
４
・
７
２
・
８
０
８
６
）

　

来
年
４
月
の
入
校
生
を
募
集

し
ま
す
。
新
た
な
技
能
や
資
格

の
習
得
を
目
指
し
て
、
１
年
間
訓

練
を
受
け
て
み
ま
せ
ん
か
。
入
校

料
、
授
業
料
は
無
料
、
詳
細
は

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
募
集
期
間
＝
【
Ｂ
日
程
】
２
月

13
日
㈬
ま
で
【
Ｃ
日
程
】
３
月

７
日
㈭
～
３
月
20
日
㈬
※
Ｃ
日

程
は
Ｂ
日
程
で
募
集
人
員
に
達

し
な
い
場
合
に
実
施
し
ま
す
。

◦
募
集
科
目
＝
▽
電
気
設
備
科

（
27
人
）
▽
Ｏ
Ａ
ビ
ジ
ネ
ス
科

（
16
人
）
▽
ロ
ボ
ッ
ト
溶
接
技
術

科
（
30
人
）

◦
選
考
日
＝
【
Ｂ
日
程
】
２
月
20

日
㈬
【
Ｃ
日
程
】
３
月
27
日
㈬

◦
対
象
者
＝
訓
練
を
受
け
て
関

連
職
種
へ
の
就
職
を
希
望
す
る
人

※
一
部
年
齢
制
限
が
あ
り
ま
す

◦
問
い
合
わ
せ
＝
同
校
（
☎
０
９

４
４
・
５
４
・
０
３
２
０
）

　

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
を
始
め
て
間
も

な
い
人
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
を
や
っ

て
み
た
い
人
、
子
ど
も
さ
ん
か
ら

上
限
な
し
で
募
集
し
ま
す
。
申

込
受
付
中
。
個
人
で
も
参
加
可

◦
日
時
＝
２
月
17
日
㈰
９
時
～

◦
場
所
＝
八
女
市
総
合
体
育
館

◦
参
加
費
＝
▽
一
般
２
０
０
円

（
１
人
）
▽
会
員
無
料

◦
問
い
合
わ
せ
＝
総
合
体
育
館
内

サ
ウ
ス
ク
ラ
ブ（
☎
２
４・
１
３
４
０
）

　

県
司
法
書
士
会
で
は
、
２
月

た
ら
ど
う
生
き
る
か
」

◦
講
師
＝
三
浦
清
一
郎
さ
ん
（
月

刊
生
涯
学
習
通
信
「
風
の
便
り
」

編
集
長
）

◦
日
時
＝
２
月
８
日
㈮
13
時
30

分
～
15
時

◦
場
所
＝
八
女
市
西
公
民
館

◦
申
込
期
間
＝
１
月
15
日
㈫
～

（
日
・
祝
日
を
除
く
９
時
～
17
時
）

◦
定
員
＝
40
人
（
要
申
込
・
先

着
順
）

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
八
女
市

西
公
民
館
（
☎
２
４
・
５
２
７
２
）

Qyam
e_nishikoum

inkan@
wit.ocn.ne.jp

※
チ
ラ
シ
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。
第
２
回
、
第
３

回
は
広
報
八
女
２
月
１
日
号
に

掲
載
し
ま
す
。

県
立
大
牟
田
高
等
技
術
専
門
校

Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
ク
ラ
ブ
ソ
フ
ト

バ
レ
ー
大
会
（
３
部
大
会
）

八
女
市
障
害
者
基
本
計
画

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

新入学児体力・運動能力測定会

司
法
書
士
会
「
相
続
登
記
は

お
済
み
で
す
か
月
間
」

大
牟
田
医
師
会
看
護
専
門
学

校
准
看
護
学
生

柳
川
山
門
医
師
会
看
護
高
等

専
修
学
校
看
護
学
生

新入学の児童・生徒に
入学通知書を届けます

試　

験

就
業
支
援
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総
務
省
統
計
局
と
福
岡
県
で

は
、
毎
月
、
労
働
力
調
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。労
働
力
調
査
は
、

我
が
国
の
失
業
率
や
雇
用
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
重
要
な
統

計
調
査
で
あ
り
、
政
府
や
都
道

府
県
の
雇
用
・
失
業
対
策
の
た
め

に
不
可
欠
な
資
料
と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。
調
査
対
象
に
選
定

さ
れ
た
皆
さ
ま
の
お
宅
に
、
調
査

員
が
伺
っ
た
際
に
は
、
調
査
へ
の

ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」は
、高
校
、

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各

【
入
学
】
平
成
27
年
４
月
２
日
～

平
成
28
年
４
月
１
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
人
【
編
入
】
平
成
25
年

４
月
２
日
～
平
成
27
年
４
月
１

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

◦
志
願
提
出
期
間
＝
１
月
28
日

㈪
～
２
月
４
日
㈪

◦
検
査
日
時
＝
２
月
15
日
㈮
９

時
30
分
～

◦
合
格
者
発
表
＝
３
月
４
日
㈪

◦
問
い
合
わ
せ
＝
福
岡
県
立
久
留

米
聴
覚
特
別
支
援
学
校
（
☎
０

９
４
２
・
４
４
・
２
３
０
４
）

◦
移
転
日
＝
２
月
12
日
㈫

◦
移
転
先
＝
筑
後
市
和
泉
４
２
３

（
南
筑
後
教
育
事
務
所
１
階
）
☎

０
９
４
２
・
５
２
・
５
１
３
１
／

N
０
９
４
２
・
５
３
・
６
３
７
４
）

種
学
校
や
外
国
の
高
校
、
大
学

な
ど
に
入
学
・
在
学
す
る
お
子
さ

ま
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対
象

と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

◦
融
資
額
＝
お
子
さ
ま
一
人
に
つ

き
３
５
０
万
円
以
内

◦
金
利
＝
年
１
・
78
％
※
母
子
家

庭
の
人
な
ど
は
年
１
・
38
％
（
平

成
30
年
11
月
12
日
現
在
）

◦
返
済
期
間
＝
15
年
以
内
※
母

子
家
庭
の
人
な
ど
は
18
年
以
内

◦
問
い
合
わ
せ
＝
教
育
ロ
ー
ン

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
５
７
０
・

０
０
・
８
６
５
６
）
ま
た
は
（
☎

０
３
・
５
３
２
１
・
８
６
５
６
）

◦
志
願
資
格
＝
聴
覚
障
が
い
を
有

す
る
幼
児

国
の
教
育
ロ
ー
ン

（
日
本
政
策
金
融
公
庫
）

県
立
久
留
米
聴
覚
特
別
支
援

学
校
幼
稚
部
入
学
者
選
考

筑
後
県
税
事
務
所
が
移
転

ふらっち広場からのお知らせ
☀本町178（旧きんぷく亭）☀☎24・3022

★映画鑑賞「カメラを止めるな！」
◦日時＝ 1 月 19 日㈯ 13 時～
◦参加費＝無料
★調理活動「ギョウザ作り」
◦日時＝ 1 月 26 日㈯ 11 時 30 分～
◦参加費＝ 100 円
★映画鑑賞「BLEACH（ブリーチ）」
◦日時＝ 1 月 30 日㈬ 15 時～
◦参加費＝無料
★ドッグセラピー
◦日時＝ 2 月 3 日㈰ 13 時 30 分～
◦参加費＝無料
★お菓子作り「チョコレート菓子作り」
◦日時＝ 2 月 9 日㈯ 13 時 30 分～
◦参加費＝ 100 円

ほ
ほ
え
み地域活動支援センター

※各イベントは要予約

【開館時間】平日10:00 ～12:30、13:30 ～
17:00 ／土日祝 10:00 ～16:00

【休館日】1/21㈪、22 ㈫、27 ㈰、28 ㈪
2/4 ㈪、5 ㈫、10 ㈰、11㈷

労
働
力
調
査
に
ご
理
解
を

　違う学校の仲間と一緒に感動を味わっ
てみませんか。早春の八女で自然の中を
歩きながら、自分の限界に挑戦しましょう。
◦期日＝3 月26日㈫～ 27日㈬※１泊２日
◦募集対象・定員＝市内に居住または
通学する小学 4 年生～中学 3 年生 50
人（定員を超えた場合は抽選）
◦参加費＝1,500 円（保険料含む、当
日徴収）
◦コース＝《１日目》黒木支所～グリー
ンピア八女・セラピーロード～串毛～田
形～ふれあいの家南筑後（泊）《２日目》
ふれあいの家南筑後～川崎小前～祈祷
院～宮野公園～宮島～筑後広域公園～
川犬～八女市西公民館～おりなす八女
◦申込期間＝2 月1日㈮～ 2 月15日㈮
◦申込＝社会教育課または各支所総務課
◦問い合わせ＝社会教育課（☎ 23・
1318）※詳しくは、小中学校を通じて
配付する募集チラシをご覧ください。

【第19回】
21世紀・青少年
チャレンジウオーク
参加者募集

　

八
女
市
で
は
、
世
帯
主
を
対

象
に
防
災
ラ
ジ
オ
を
お
住
ま
い
の

エ
リ
ア
（
旧
市
町
村
）
ご
と
に
無

償
配
付
し
て
い
ま
す
。
市
民
の
皆

さ
ん
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
脅

か
す
よ
う
な
災
害
は
い
つ
起
こ
る

か
分
か
り
ま
せ
ん
。
市
は
避
難
勧

告
や
避
難
指
示
、
緊
急
地
震
速

報
な
ど
の
防
災
情
報
を
Ｆ
Ｍ
放
送

を
使
っ
て
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

転
入
等
で
ま
だ
受
け
取
っ
て
い

な
い
世
帯
は
、
本
庁
企
画
政
策

課
ま
た
は
お
住
ま
い
の
支
所
総
務

課
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ラ
ジ
オ

設
置
し
て
い
ま
す
か
？

防
災
ラ
ジ
オ

が
な
ら
な
い
、
音
量
の
調
整
が
で

き
な
い
、
な
ど
の
故
障
に
関
す
る

こ
と
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
▽
企
画
政
策
課

秘
書
広
報
係
（
☎
２
３
・
１
１
１

０
）
▽
黒
木
支
所
総
務
課
（
☎
４

２
・
１
１
１
１
）
▽
立
花
支
所
総

務
課
（
☎
２
３
・
５
１
４
２
）
▽

上
陽
支
所
総
務
課
（
☎
５
４
・
２

２
１
１
）▽
矢
部
支
所
総
務
課（
☎

４
７
・
３
１
１
１
）
▽
星
野
支
所

総
務
課
（
☎
５
２
・
３
１
１
２
）

市からのお知らせがＦＭ
八女ＨＰで確認できます

http://www.fmyame.jp/
ＦＭ八女　検索

ボランティアスタッフ募集【高校生以上】
子どもたちの挑戦をサポートしていただ
ける人を募集します。詳しくは 2 月20日
㈬までに社会教育課にご連絡ください。
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愛
玩
動
物
（
犬
・
猫
な
ど
）

を
遺
棄
す
る
（
捨
て
る
）
こ
と

は
法
律
で
禁
じ
ら
れ
て
お
り
、
違

反
す
る
と
１
０
０
万
円
以
下
の
罰

金
に
処
せ
ら
れ
ま
す
。
飼
え
な
く

な
っ
た
か
ら
と
動
物
を
捨
て
る
こ

と
は
、
動
物
を
危
険
に
さ
ら
し
、

飢
え
や
乾
き
な
ど
の
苦
痛
を
与

え
る
だ
け
で
な
く
、
近
隣
住
民
に

も
多
大
な
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に

な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
動
物
を
飼
う

前
に
は
、
最
後
ま
で
き
ち
ん
と
飼

う
こ
と
が
で
き
る
の
か
を
考
え
、

飼
え
な
く
な
っ
て
も
新
し
い
飼
い

主
を
探
す
な
ど
し
て
終
生
飼
養

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
＝
環
境
課
（
☎
２

３
・
１
４
６
２
）

募集職種
（募集人員） 応募資格／業務内容等 受付期間 試験日／

選考方法 提出書類 申込・
問い合わせ

消費生活相談員
　　（2 人）

【業務内容】
消費生活に関する相談を受け、そ
の問題解決に携わります

【応募資格】
消費生活相談員資格、もしくは消
費生活専門相談員資格

【勤務地】
八女市消費生活センター（市役
所内）

1 月16 日㈬～
　2 月14 日㈭

（土・日・祝日除く）

【試験日】
2 月 24 日㈰

【試験会場】
八女市役所

【選考方法】
書類審査・作
文・面接

・申込書
（防 災 安 全
課に準備）
・資格証明
書の写し

防災安全課
生活安全係
☎ 24・8146

施設管理業務
　　（1 人）

【業務内容】
市が管理する道路・河川の維持
管理に伴う補修業務など

【応募資格】
普通自動車運転免許（オートマ
チック車限定不可）

【勤務地】
八女市役所黒木支所

1 月16 日㈬～
　1 月 29 日㈫

（土・日除く）

【試験日】
2 月10 日㈰

【試験会場】
黒木支所

【選考方法】
書類審査・面
接

・申込書
（ 黒 木 支 所
建設課に準
備）

黒木支所建
設課建設管
理係
☎ 42・1117

【共通事項】
◦任用期間＝平成 31 年 4 月1日から 1 年間（更新制度有り）
◦賃金・勤務条件等＝八女市規定による
※申込書は八女市ホームページからダウンロード可。郵送の場
合は受付期間内必着。詳細についてはお問い合わせください

市の嘱託職員を
募集します

　

地
域
に
お
け
る
「
飼
い
主
の
い

な
い
猫
」
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ
ル
を

解
決
す
る
方
法
と
し
て
、
地
域

住
民
の
合
意
の
も
と
、
地
域
の

活
動
グ
ル
ー
プ
が
主
体
と
な
り

不
妊
去
勢
手
術
や
一
定
の
ル
ー
ル

に
基
づ
い
た
餌
や
り
、
ト
イ
レ
の

管
理
等
を
行
う
「
地
域
猫
活
動
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
活
動
に
長
き

に
わ
た
り
取
り
組
ま
れ
た
講
師

を
招
き
、
先
進
事
例
や
実
践
的

な
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

◦
日
時
＝
２
月
17
日
㈰
10
時
～

11
時
30
分

◦
場
所
＝
大
川
市
文
化
セ
ン
タ
ー

１
階
研
修
室
（
大
川
市
酒
見
）

◦
講
師
＝
地
域
猫
活
動
サ
ポ
ー

タ
ー
木
本
美
香
さ
ん
（
一
般
社
団

法
人
博
多
ね
こ
９
９
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
代
表
理
事
）

◦
参
加
費
＝
無
料

◦
申
込
方
法
＝
フ
ァ
ク
ス
ま
た
は

電
話
に
て
２
月
12
日
㈫
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
（
40

人
）に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

◦
申
込
・
問
い
合
わ
せ
＝
大
川
市

環
境
課
環
境
係
（
☎
０
９
４
４
・

８
７
・
６
７
８
９
／
N
０
９
４
４
・

８
６
・
６
６
９
０
）

犬
・
猫
を
捨
て
る
こ
と
は
犯

罪
で
す
！

「
地
域
猫
活
動
」
っ
て
な
に
？

地
域
の
猫
問
題
に
つ
い
て
考

え
て
み
よ
う
！
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■ 4か月さん集まれ（9月生まれ）
「ベビータッチ + 食育」
◦ 2/7 ㈭ 10:00 ～ 12:30 ／飲み物
持参／参加費あり・要申込
■赤ちゃんRoom・相談Room
◦ 2/7 ㈭、2/19 ㈫ 13:30 ～ 15:00
／参加費あり・要申込
■田中もとこ先生のふぁふぁほっぺ
◦ 2/8 ㈮ 10:00 ～ 12:00 ／飲み物
持参／要申込
■マタニティさん集まれ♪
 「プレパパ・プレママ体験講座＋
食育」
◦ 2/9 ㈯ 10:00 ～ 12:30 ／参加費
500 円／託児あり／要申込
■ママ読の日
◦ 2/20 ㈬ 10:00 ～ 12:00 ／託児
あり／要申込
■高田先生とおしゃべり会
◦ 2/26 ㈫ 10:00 ～ 12:00 ／飲み
物持参／要申込

■つくろうねっ 「手形バッグづくり」
◦ 2/5 ㈫ 10:30 ～／定員親子 10
組／参加費 200 円／ 2/2 ㈯まで
に要申込
■はっぴぃバースデー

「くまちゃんのお話」◦ 2/19 ㈫
10:30 ～／ 2/16 ㈯までに要申込

■ GOGO！カ～りる◦ 2/5 ㈫
10:30 ～／移動図書館車が来ます。
■わ・わ・ＷＡ！「節分を楽しもう」
◦ 2/1 ㈮ 10:30 ～／参加費あり／
要申込
■北山保育所に遊びに行こう
◦2/13 ㈬ 10:00 ～／要申込
■すてきな記念日♥「2 月生まれ
の誕生会」◦ 2/20 ㈬ 10:30 ～／
※誕生月者のみ要予約／どなたで
も参加できます。

■ママといっしょ♪
「バルーンアートにチャレンジ！」
◦ 2/7 ㈭ 10:30 ～ ／ 参 加 費 100
円／要申込
■うちのおやつ時間

「卵・乳製品なしのクッキーを焼こう」
◦ 2/14 ㈭ 10:30 ～／参加費 300
円／要申込／エプロン・三角巾持参
■星野であそぼ♪

「はたき作り」◦ 2/22 ㈮ 10:30 ～
／参加費 100 円／要申込

■ 10:00～13:00
▽上陽公民館 2/1 ㈮
▽井延公民館 2/5 ㈫
▽長峰保育所 2 階 2/6 ㈬、20 ㈬
▽働く女性の家 2/26 ㈫
▽矢部基幹集落センター 2/27 ㈬
▽室岡公民館 2/28 ㈭

子育て支援施設　きらきら
（立花町北山2747-5）問（☎24・9090）

 移動ひろば問こども未来係（☎24・8814）

子育て支援総合施設
やめっこ未来館  みらい広場

（八女市稲富 499）問（☎24・8814）

子育ち支援掲示板 2 月 ※子育ち…子ども自身が、自らの力
で心身ともに成長すること。

子育て支援施設 ピコロ
（黒木町桑原207※ふじの里内）

問（☎42・3301）

子育て支援施設  トゥインクル
（星野村 10775-14 ※そよかぜ内）
※開館日＝祝祭日除く火・木・金　
問０９０・３３２０・２１９６／
やめっこ未来館（☎ 24・8814）

2月3日（日）
八媛病院 本 22・4176
林　医院 立花町 23・5557
ほり歯科医院 立花町 25・6480
2月10日（日）
東洋医学ひぐちクリニック 大島  23・2765
原　医院 黒木町 42・0336
江﨑内科歯科医院 新庄 22・5809
江崎耳鼻咽喉科医院 筑後市 0942・53・2347
2月11日（祝）
城戸医院 鵜池 23・5303
角整形外科 黒木町 33・2121
あららぎ歯科医院 広川町 32・4846
2月17日（日）
麻生医院 宅間田 23・5800
冨田医院 黒木町 42・0173
山下いさみ歯科医院 筑後市 0942・53・7864
2月24 日（日）
富田クリニック 蒲原 24・4810
中村内科医院 立花町 37・1601
有吉歯科クリニック 筑後市 0942・27・9844

2月の在宅医当番表 ※変更になっていることがありますので
電話で確認してください。✚

【休日当番薬局】日曜日、祝日に開いている
薬局を、八女筑後薬剤師会のホームページ

（http://ycpa.info）で確認することができます。

▼救急指定病院
公立八女総合病院（高塚）23・4131
柳病院（吉田） 23・2176
川﨑病院（納楚） 23・3005
馬場病院（広川町） 32・3511
姫野病院（広川町） 32・3611
筑後市立病院（筑後市）0942・53・7511

▼夜間小児救急医療受付
　（19:00 ～ 21:30）

［月・水・金］公立八女総合病院（23・4131）
［火・木］筑後市立病院（0942・53・7511）

▼日祝日小児救急医療受付
　（9:00 ～ 14:30）

【2月】3㈰・11㈷・17㈰
公立八女総合病院 （23・4131）

【2月】10㈰・24㈰
筑後市立病院 （0942・53・7511）

▼県小児救急医療電話相談
　（19:00 ～ 7:00）
県指定健康相談事業者   ♯ 8000

▼救急車を呼ぶべきか迷ったら
（24 時間対応）　♯ 7119

　今、子どもたちを取り
巻く社会環境は、とても
厳しい状況にあります。
地域の子どもたちを地域
で見守り育てていく「共
育」という文化について
考えます。
◦日時＝２月１日㈮ 18 時
30 分～（開場 18 時～）
◦場所＝おりなす八女は
ちひめ（小）ホール
◦内容＝「見えない子ども
の貧困」～地域社会はど
う向き合うのか～／講師・
湯浅誠さん（法政大学教
授、社会活動家）
◦問い合わせ＝チャイル
ドサポートネットワーク
事務局（☎ 090・3073・
8212）

チャイルドサポートネット
ワーク講演会《市民との協
働によるまちづくり提案事業》

「見えない
子どもの貧困」
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1月・2 月 イベント情報 おりなす八女ＨＰ　http://www.orinasu-yamecity.jp/

おりなす八女   イベント情報 お問合せ
おりなす八女（☎22・5332）♪

開催 催　　　し ホール 開　演 入場料 問合せ先 電話番号

1/19 ㈯ 八女市・巨済市徐福文化交流会
講演／演劇（お楽しみ抽選会有り） はちひめ 14:00～

16:30
無料

（申込不要）
八女徐福会

（事務局：櫻木） 22・3042

1/20 ㈰ 映画鑑賞会「ＳＩＮＧ」（シング）
まこりん（高瀬麻里子氏）コンサート ハーモニー 映画

13:10～
無料（チケット要）
問合せ先へ連絡要

八女市学童保育所
本部（担当：仁田原）24・5311

1/20 ㈰ 社交ダンスパーティー はちひめ 13:00 1,000 円 ダンスマイライフ
in 福岡南 ( 栗原 ) 22・3334

1/30(水) 第15 回 歌ごえレクササイズ
“ 新春 歌レク オン ステージ ”

八女
文化会館 13:00

500 円
※チケット販売は

1 / 22(火)まで

歌ごえレクササイズ    
    （馬場） 090・7536・    
   （下川） 090・1922・

 （牟田口） 080・1718・

八女の会 
1864
2473
4176

2/1 (金)

チャイルドサポートネットワーク講演会
演題：「見えない子どもの貧困」
　　　～地域社会は どう向き合うのか～
講師：湯浅 誠 先生
　　  ( 法政大学教授 ／ 社会活動家 )

はちひめ 18:30 無料
（申込不要）

チャイルドサポート
ネットワーク事務局

090・
3073・
8212

2/10 ㈰ 八女ぼんぼりまつり ひなマルシェ
出店と参加型ワークショップ

はちひめ
桜カフェ

11:00 ～
16:00 無料 八女市観光振興課 23・1192

2/16 ㈯
慶仁会活動報告会 特別講演
演題：「あなたは子どもに何を遺せますか」
講師：安武 信吾 先生 ( 西日本新聞社編集委員)

はちひめ 15:30 ～
17:00

無料
（申込不要）

川﨑病院
（ 担当：熊川 ） 23・3005

おりなす八女 Music Special

主催：おりなす八女文化事業振興会・八女市

PASSION

ハーモニーホール

ハーモニーホール

ライナー・キュッヒル
&福田進一

デュオコンサート

藤巻亮太（レミオロメン）
コンサート2019

１5:00開演

１6:00開演

（ 全席指定 )                                               

（ 全席指定 )                                               

一般 3,500 円                                              

一般 5,300 円                                              

友の会 3,000 円                                             
高校生以下 1,000円                                              

5/26(日)

2/17(日)

ポップス、ジャズ、ボサノバ、映画音楽まで、
幅広い音楽性で心地よい歌声を送り届けている。

『粉雪』『３月９日』など数々のヒット
曲を世に送り出し、現在ソロ活動中
の藤巻亮太 、おりなす八女だけの
スペシャルライブ。

2 /11(月・祝)

詳細はＨＰをご覧いただくか、おりなす八女へお問合せください。

入会受付中2019年度「おりなす友の会」会員募集

チケット
好評発売中

チケットの優先購入（ 先行予約・割引 ）
個人会員（新規）2,000 円  （継続）1,500 円

おりなす八女情報誌などの送付〈会員特典〉

〈年会費〉

友の会  1月19日(土)～／一 般 1月26日(土)～チケット発売

～Gokko～ @おりなす八女

4/21(日)

綾戸智恵

（全席指定 ) 

１6:00開演

友の会 4,500 円                                             

ハーモニーホール

DO JAZZ LIVE

一般 5,000 円                                              

笑
い
と
涙
の
感
動
ラ
イ
ブ

母の故郷、八女で唄う

プロムナードコンサート
ボーカル（中島聖子）& ピアノ（鈴木めぐみ）           

1/30(水) １9:00開演 桜カフェ

WindOrchestra&MarchingBand
第6回
定期演奏会

ハーモニーホール
１3:30開演

Ⅰ部 クラシック
Ⅱ部 ポップス
Ⅲ部 マーチング

入場無料

主催・お問合せ：西日本短期大学附属高等学校 ☎23・5662

入場無料

友の会  1月8日(火)～／一 般 1月19日(土)～チケット発売
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野川の川辺を歩く
　11月18日㈰、上

かむつやめ

陽咩さるこ協会では、「上陽咩さるこモ
デルコースプロジェクトー平成30年度市民との協働による
まちづくり提案事業ー」で、八女市山内の山の井公園から
上陽町室園の洗玉橋まで星野川の川辺を歩くウオーキン
グを行いました。清らかな流れを悠々と泳ぐ大きな野鯉を
はじめ、旧矢部線跡からは見事に色づいた銀杏。新設され
た宮ヶ原公園や上流に向かって川幅が狭まるごとに4連、3
連と眼の数が減る石橋群（4連＝宮ヶ原橋、3連＝大瀬橋、
2連＝寄口橋、1連＝洗玉橋）など、星野川と先人たちの技
術がおりなす景色を楽しみながら歩くことができました。
　参加者からは「星野川沿いの自然がいかに良好に保たれ
ているか理解できました」という声が上がっていました。

星

ノ子焼きの里に門松を設置
　立花町北山の男ノ子地区で12月10日㈪、男ノ
子老人クラブの皆さん（11人）による門松作りが
行われました。
　これは昨年1月から男ノ子焼の里で作陶活動を
行っている陶芸家（杉田貴亮さん）の活動を盛り
立て、地域を訪れる人を正月気分で出迎えたいと
のことから、今回初めて制作されました。
　作られた門松は2対で、男ノ子集落の入り口と
男ノ子焼の里に1月中旬まで設置されます。

男

　

世
界
的
ワ
イ
ン
品
評
会
「
ブ
リ
ュ
ッ
セ

ル
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
」
に
今
年
初
め
て
設

け
ら
れ
た
日
本
酒
部
門
「
サ
ケ
・
セ
レ
ク

シ
ョ
ン
」
で
、
市
内
の
酒
蔵
「
喜
多
屋
」

の
「
純
米
吟
醸 

喜
多
屋 
吟
の
さ
と
」
が

最
高
賞
の
プ
ラ
チ
ナ
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
12
月
18
日
㈫
に
、
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八

女
の
鵜
木
髙
春
代
表
理
事
組
合
長
、
喜

多
屋
の
木
下
宏
太
郎
社
長
等
、
関
係
者

約
20
人
が
市
長
に
受
賞
の
報
告
を
し
ま

し
た
。

　

受
賞
酒
の
「
純
米
吟
醸 

喜
多
屋 

吟
の

さ
と
」
は
、
能
研
機
構
九
州
沖
縄
農
業

研
究
セ
ン
タ
ー
が
八
女
の
気
候
風
土
に
合

わ
せ
て
開
発
し
た
酒
造
好
適
米
「
吟
の
さ

と
」
を
原
料
と
し
て
い
ま
す
。
八
女
の
地

で
育
っ
た
酒
米
と
清
流
矢
部
川
の
伏
流
水

を
仕
込
み
水
と
し
て
、
喜
多
屋
の
杜
氏
の

技
術
で
仕
上
げ
ら
れ
た
、
ま
さ
に
オ
ー
ル

八
女
の
お
酒
で
す
。

　

木
下
社
長
は
「
吟
の
さ
と
は
、
蔵
の

あ
る
八
女
の
地
で
米
作
り
か
ら
始
め
た
お

酒
。
八
女
の
気
候
風
土
は
も
ち
ろ
ん
、
能

研
機
構
や
Ｊ
Ａ
ふ
く
お
か
八
女
、
酒
米
の

生
産
者
な
ど
、
人
と
人
と
の
出
会
い
に
恵

ま
れ
て
育
ち
ま
し
た
。
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
で

軽
や
か
な
味
わ
い
は
食
が
進
み
ま
す
。
食

事
と
一
緒
に
多
く
の
皆
さ
ん
に
飲
ん
で
い

た
だ
き
、
末
永
く
愛
さ
れ
る
お
酒
と
し
て

育
て
て
い
き
た
い
で
す
」
と
報
告
。

　

三
田
村
市
長
は
「
皆
さ
ん
の
努
力
と

熱
意
が
実
を
結
ん
だ
結
果
が
受
賞
に
つ
な

が
っ
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
の
八
女

の
地
で
素
晴
ら
し
い
お
酒
が
生
産
さ
れ
た

こ
と
を
喜
ば
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
和
食

が
全
世
界
に
広
が
っ
て
い
く
中
で
、
八
女

伝
統
本
玉
露
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や
フ
ラ
ン

ス
で
引
き
合
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

吟
の
さ
と
も
和
食
と
と
も
に
世
界
中
に
提

供
さ
れ
、
世
界
に
誇
れ
る
八
女
の
酒
と
し

て
育
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
激
励
し
ま
し
た
。

オ
ー
ル
八
女
の
純
米
吟
醸
酒
が

　
国
際
コ
ン
ク
ー
ル
で
最
高
賞
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